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― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  ― 

冨田家の庭で洗心。百年の建物に感心 

― ゆったり 奥さんの案内を ― 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―― ― 

 

7月 5日（土）午前、35名の参加で冨田利彦さん宅の見学と南砺植物園での

勉強をおこなった。梅雨と思えない暑い日の集いとなった。冨田家へは、東京

農工大・里深文彦教授も砂田龍次散居村ミュージアム館長と一緒に参加された。 

 

× × × × × × × × × × × × × × ×  

冨田家では、当日、利彦さんが東京での所用があり、奥さんの洋子さんに案

内いただいた。 

最初に広く平面的な内庭とせどにかけての起伏のある敷地にスギ大樹を中心

とした屋敷林内を見学。庭全面コケの緑でおおわれる。スギを支えるカシ、タ

ブが日陰をつくる。水の回遊する池と石が配され、ゆったり広い庭の隅々まで

散策できる。南西角にスギと枯山水を意図した石が配置、ヤダケが一角をうめ

た。シンプルでゆとりあふれる林内は静かに心をまるめ包み込む。 

6月に入り、カシ等の剪定もされ、落葉の掃除もしてあり、大変に綺麗な庭に

感動。また、最近、垣根の修理もされ、目をひいた。庭側はスギ皮を使い、そ

の他は枕木（クリ）を横に使い、全てその上に気品ある屋根がほどこされ重厚

さが漂う。  

× × × × × × × × × × × × × × ×  

文化財に指定されている冨田家内に案内され、広間で洋子さんのお話しをく。

（要旨は次のとおり） 

・ 現在は 18代目。17代利雄に聞いた話の一部を主人に代り伝えたい。 

・ 家の設計は水島村、高田氏により、松井建設が仕事をした。大正末期から

5～6年かけ、昭和 5年に完成した。16代が途中で死去され、二階は未完

成のままとなっている。木材は自宅山から。当時の金で 6万円の工費、建

前に一週間かかった。 

 

 

・ 基礎は、地盤まできちっとさせているため、今もクルイはない。 

・ 奥座敷の天井のウルシは 17回塗ったと言われ、大工は一日一枚のカンナ

をかけ、取り付ける工程だった。（今でも全く拭いてないのに、輝いてい

て、鏡のように光る） 

・ 門は、石黒藩の庄屋のもので、昭和初期に移築した。 

・ 広間は、24畳で今は居間として使っている（立派なオーデオがあり、クラ

シックが流れていた。） 

・ この家を登録有形文化財にしたわけ――主人の先人への畏敬とそれを後

世へ引き継いでおきたいとの思いを形として、申請し指定を受けた。手当

は一切出ない。一部の補修はしてもよい。 

 

× × × × × × × × × × × × × × × 

お話しのあと、仏間、座敷等の案内をいうただいた。それぞれ、内部の手の

こんだ仕事や、ガラスを使った建具や欄間、関心のある軸や飾り、等に注目し、

見入った。座敷に座って中庭を眺めると、日々のいやしい気分が消えていくよ

うに感じた。前庭に立って、家屋全体（入母屋造り、木造二階建て）を見上げ

ると、あらためて重い威圧感を胸にした。間口 11間には、一同、おどろきの声

を。一枚一枚のカワラも特注のもの。 

その時代の文化として、維持は大変だろうが残してもらいたいものだ。もち

ろん、地域として支える体制や工夫も必要ではないかと話合いながら約一時間

の見学会を閉じた。 

      

富田宅ニワにて奥さんより説明を聞く
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南砺植物園で、石崎力園長から約一時間「生け垣について」の講話を聞き、

30分余り、植物園のまわりを歩き、造られている生け垣を見ながら、その良否・

手入れのポイントを聞いた。 

講話の要旨 

・ 植物園の生け垣の樹種――12種入れて造っているが、地元の山にある樹種

は極めて少ない（ネズミモチのみ）。生け垣に利用されている樹種はこの

他に 30種類ほどである。 

・ 生け垣樹種の条件 

① 植える人の思い、考えによって選ぶ 

② 生け垣は目隠しであり、飾りだ。 

③ 条件――常緑樹である。強い剪定に耐える。葉色が美しい。病虫害に強

い。 

・ 生け垣の利点 

美しく安全。樹種によっては花が咲く。新緑、紅葉の変化がある。 

・ 生け垣の種類 

① 並列垣 ②上下の二段垣 ③混ぜ垣 ④高垣（防風） 

 

 

植物園にて石崎園長さんより説明を聞く 

 

 

質問に応えて 

①カイガラムシの防除は。 

・ カルホスがよい 

・ 防除時期 5～7月に 3回カルホス、又はスミチオンを散布（カイガラムシ

は（初めの頃）風で動く。かたいカラになる前の防除策）1～2月石灰硫黄

剤を散布。 

②つきやすい害虫 

・ ツバキ・サザンカ――チャドクガ 

・ イヌツゲ――クロネハイイロハマキ（葉をつづる） 

・ サンゴジュ――モンクキバチ 

・ カナメモチ――褐斑病（トップジン・ベンレートが効く）、ごま色斑点病 

③モチノキはオス、メスがあるか。―――ある。 

  

現地にある生け垣を見ながらの指導。 

・ ウバメガシ――細かく植えないこと。80㎝間隔。 

・ ネズミモチ――対生 

・ シノブヒバ――刈り込みが必要 

・ ツツジ――花が終ってすぐに刈り込む。ソシヤクコウグンバイムシ（ダイ

ジストンを春先にまく） 

・ ヒイラギモクセイ――刈り込むと花がつかない 

・ ムクゲ――今年、のびた枝に花がつく 

・ サザンカ――春植える。南西面植えはいたむ。 

 

約一時間半、室内研修とあわせ、炎天下の現地に出ての実際にふれながらご

指導いただく。石崎園長さんは、物事をズバリしかも端的にポイントを説明さ

れ、一同よい刺激と参考をいただいた。 

 

今度の例会は、久しぶりに参加したという方もあり、活気のある集いになっ

た。また、感想などを聞かせてください。11時 40分現地で解散した。 

 

＊＊＊＊中島家（チューリップ公園）の敷地に＊＊＊＊ 

アテ苗３本を７／８日に植えた。苗は、会員の武部義昭さんがつくられたも

ので寄贈いただいた。カイニョの樹種として適当な木である。 

生け垣づくりのポイントを 

－ 石 崎 園 長 さ ん か ら ― 


